
 

 

 

 

 

 給食からはじめる、あたたかな食育 

― 生徒・教員・家庭で育てる「食べる力」― 

                                 校長 村松 弘一 

６月は食育月間です。 

本校では、毎日の給食を通して、生徒の「食べる力」を育てる食育に取り組んでいます。 

給食の時間を、単に食事をとるだけの時間ではなく、「自分に合った食べ方を考え、体と心をととのえ

る時間」として位置付けていることが、本校の特徴です。今年度は、学校経営方針の柱の一つに「食育の

推進」を掲げ、生徒・教員・家庭が一緒になって「食べる力」を育てることを、本校の大きな使命とし

て位置付けています。 

その具体的な姿が、毎日の学校給食の時間に表れています。 

食べる前の数十秒が、生きる力を育てる時間 

給食の時間、教室では「いただきます」の前に、給食委員

の生徒が食育コメントを読んでくれるひとときがあります。

食べる前の、ほんの数十秒です。その短い時間に、本校のあたたか

な食育のエッセンスが詰まっています。 

この時間に、その日の給食や食材のことを知ることで、目の前の

料理への興味が高まります。「今日のスープには、からだをあたため

る野菜が入っています」「この魚は、骨や歯を丈夫にするカルシウム

が豊富です」などの言葉が、生徒の心に静かに届いていきます。そ

の積み重ねが、落ち着いて食事に向き合う姿勢へとつながっていき

ます。 

本校では「食育」を、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識や、バランスのよい食事を選択する

力を身に付け、健全な食生活を実践できる「生きる力」を育む教育と位置付けています。食育の主な目的

は、食べ物への感謝の心や健全な食習慣、食品を自分で選ぶ力、地域や世界の食文化への理解などを総合

的に育てることです。毎日の給食は、こうした食育を具体的に進めていく、生きた教科書の役割を担って

います。 

本校では、この食育を家庭科や保健体育、社会科、外国語、総合的な学習の時間などと関連付けて計画

的に位置付けています。給食の時間と各教科の学習をつなぐことで、学校全体としてのカリキュラム・マ

ネジメントの一環として食育を推進しています。 

教科と行き来する、食育の学び 

給食の時間で扱う食育コメントやメニューは、家庭科の栄養や調理の学習と結び付いています。 

保健体育で学ぶ体の仕組みや健康づくりとも関連させることで、学んだ内容を日々の食事の場面で確かめ

られるようにしています。 

また、地域で生産されている野菜や地場産物については、社会科や総合的な学習の時間で取り上げて

います。世界の料理については、外国語や社会科で扱う国や地域に合わせて紹介することもあります。 

このように、本校では給食の時間を、各教科で学んだ内容を実生活の中で結び付けていく場として位置

付けています。食育の取組を教科横断で積み上げることで、「食べる力」は教室での学びとも一体となっ

て育っていきます。授業中に学んだことが、給食の時間に目の前の料理として現れることで、教科の学び

が自分ごととして実感できるようになります。「この野菜は社会で習った地域の農産物だ」「このメニュー

は英語の教科書に出てきた国の料理だ」と気付くことが、学習への関心を高めるきっかけにもなっていま

す。 

旬と産地から見えてくる、地域と季節の顔 

本校の献立には、地域でとれた野菜や、その時期ならではの食材を多く取り入れています。特に、江戸

川区の特産品である小松菜は、地産地消の観点から積極的に給食に取り入れています。年間を通してさま

ざまなメニューに組み合わせており、本校の給食で最もよく使う野菜の一つになっています。地元で育っ

た野菜を地元の学校で食べることは、地域の農業や食文化への理解を深めることにもつながります。 

こうした説明を聞くことで、生徒たちは、給食を通して、自分たちの暮らす地域や、日本各地の自然の

豊かさに触れています。旬の食材には、その季節に必要な栄養がたくさん含まれています。給食は、季節

と地域の顔が見えてくる教科書でもあります。 

本校では、日本の料理だけでなく、世界のさまざまな国や地域の料理も給食に取り入れています。日本

で育つ生徒は、海外の料理を味わうことを通して、その国や地域の生活や文化にふれることができます。

外国につながる生徒にとっては、日本の料理や行事食を通して日本の食文化を知る機会となり、自分の国

や地域の料理や味を紹介する場にもなります。日本で育つ生徒と外国籍の生徒が互いの食文化を共有する

ことで、給食の時間は双方にとって国際理解教育の機会になっています。 

教室での会話の中でも、「この料理、家でも作ってみたい」「自分の国ではこんなふうに食べるよ」とい

った声が聞かれます。給食の一皿から、家庭での食事や将来の暮らし方にまで思いを広げることができる

のも、学校給食ならではの良さです。 

校長と栄養士が見守る、給食の時間 

私は毎日、給食の検食を終えたあと、できるだけ多くの教室の様子を見に回っています。生徒がどのよ

うな表情で食べているか、苦手な食材にも少しずつ挑戦しているか、前を向いて落ち着いて食事に向き合

えているかを確かめています。 

栄養士も教室に入り、生徒と短く言葉を交わしながら、おかわり

の様子や食べ進み方を見守っています。食材やメニューについての

質問に答えたり、「よく食べているね」と声をかけたりす

ることで、給食の時間そのものがあたたかなコミュニ 

ケーションの場になっています。 

本校では、給食の時間には担任だけでなく、副担任も

教室に入ります。教員と栄養士が連携して給食指導やお

かわり対応を行い、そこに校長である私も加わることで、

各クラスの食缶の様子と生徒のおかわりの様子を直接確

かめています。 

アレルギー対応食の提供については、誤配膳を防ぐた

めに確認を重ねています。まず、検食時に校長と栄養士

が内容を確認します。教室では担任が対象の生徒を指さし確認の上で手渡し、受け取る生徒自身も自分の

名前と内容を確認します。そのうえで、巡回している校長と栄養士が、対象の生徒に確実に渡っているか
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を再度目視で確認します。このように、担任・生徒本人・栄

養士・校長の四重の確認で、安全な提供体制を整えています。 

生徒のおかわり対応を校長である私が担うことは、「もっ

と食べてみたい」という生徒の気持ちを支えるとともに、食

育を学校経営の柱として率先垂範で進めていく姿勢を示す

ことにもなります。おかわりに来た生徒一人一人と目を合わ

せ、量の希望や体調の様子を直接聞き取ることで、生徒の「自

分に合った量を自分で選ぶ力」を育てる時間にもなっていま

す。 

同時に、教員が落ち着いて食事をとり、心身を整える時間

を確保することにもつながります。 

校長である私が給食の時間の指導に入り、役割分担の中心

となることで、教員が安心して生徒を見守りながら食事をとることができる体制をつくっています。現在

は、こうした体制づくりに取り組み始めた段階ですが、今後も意図的・計画的に整えていきます。 

よく食べる姿から見えてくる、「食べる力」 
本校では、給食の時間にほとんど残菜が出ないことも特徴です。生徒たちが、よく食べている姿が印象

的です。 

その背景には、栄養士と調理員が「栄養がとれていること」はもちろん、「おいしさ」にもこだわって

給食を作っていることがあります。献立づくりの段階から、栄養士が食べる人の気持ちになって、栄養バ

ランスだけでなく、味や香り、彩りなど見た目の楽しさも大切にして献立を組み立てています。調理員の

方々も、その思いを受け止めながら、子どもたちが「また食べたい」と感じられるように、火加減や味付

けを一つ一つていねいに確かめています。 

あわせて、日頃からの短い声かけや食育コメントの積み重ねもあります。校長である私をはじめ、教員

や栄養士が、「このおかずにはどんな栄養があるのか」「なぜこの季節に出てくるのか」を伝えながら、苦

手な食品にも少しずつ挑戦してみようと呼びかけてきました。 

中には、以前は全く食べられなかった食材を、「ひと口だけ」「今日は一個だけ」と決めて挑戦し、少し

ずつ食べられるようになってきた生徒もいます。また、「今日は体調がよくないから、量を少なめにして

おこう」と、自分の体調に合わせて量を調節できるようになってきた生徒もいます。 

残菜が少ない日々や、全クラスで残菜ゼロとなった日は、給食がおいしいからこそであり、校長・教

員・栄養士の呼びかけや指導に、生徒たちがしっかり応えてきた成果でもあります。こうした姿は、単

に「たくさん食べる」ことよりも、自分の体と気持ちをよく考えながら、自分に合った食べ方を選べるよ

うになってきたことを表しています。これこそが、本校が大切にしている「食べる力」＝生きる力です。 

給食の時間は、友達同士で食べ物の話をしたり、「これおいしいね」と笑顔を交わしたりすることで、

人とのつながりを感じられる時間でもあります。安心して食べ、話し、笑い合える場があることが、学校

生活全体の安心感につながっています。 

つくる人への感謝と、生徒主体の食育 

給食室では、朝早くから調理員の方々が大きな釜で大量のご飯

やおかずを作っています。アレルギーがある生徒にも安全に食べ

てもらえるように、一つ一つの食材や調味料を確認しながら、て

いねいに調理しています。同時に、「毎日おいしく食べてもらいた

い」という思いを込めて、火加減や味付け、盛り付けの色合いに

も工夫を重ねています。 

栄養士は、栄養バランスや量、旬の食材、アレルギー対応など

を考えながら献立を組み立てています。 

その際には、栄養の数字だけでなく、食べる人の気持ちにな

って、味の組み合わせや見た目の彩りも大事にしながら、給食

の時間が楽しみになるように献立を考えています。行事食や世

界の料理を取り入れるときには、事前に教員と相談しながら、

授業とのつながりも意識して準備を進めています。 

本校では、こうした毎日の給食について、ホームページで食

育コメントや調理の様子なども紹介しています。ぜひお子さん

と一緒に開いていただき、「今日の給食はどうだった？」「どの

料理がおいしかった？」といった会話を、ご家庭の食卓でも広

げていただければと思います。家庭で給食の話をすることも、子どもたちの「食べる力」を育てる大切な

食育の時間になります。 

給食にかかわる人たちへの感謝の気持ちを、日々の学校生活の中で形にして表していくことも大切にし

ています。本校では、その一つとして、給食委員の発案で、給食室前に「感謝ボード」を設置しました。

給食室の扉のそばの壁面に、大きなボードとメッセージカードを用意し、生徒が自由に感謝の言葉を書い

て貼れるようにしています。 

感謝ボードは、給食委員会の話合いの中で、「おいしい給食を作ってくれている人たちに、もっと気持

ちを伝えたい」という声から生まれた取組です。給食委員の生徒たちが中心となって、ボードのタイトル

やカードの色、書き方の例を考え、クラスでの呼びかけも行いました。「どう書いたら気持ちが伝わるか」

「どんな言葉ならもらった人がうれしいか」を話し合う中で、感謝の言葉選びそのものが、生徒にとって

の学びになっています。 

ボードには、「いつもおいしい給食をありがとうございます」「この前のカレーがとてもおいしかったで

す」「アレルギーのある友達にも安全な給食を作ってくれてうれしいです」など、一枚一枚のカードに、

生徒の素直な言葉が並びます。給食委員会を中心に、感謝ボードの掲示や入れ替えを行うことで、生徒同

士の中にも「誰かのために働いている人に目を向ける」視点が育ってきています。給食室前を通るときに

立ち止まって、友達の書いたカードを読み合う姿や、「今日のメニューのことを書きたい」と休み時間に

カードを貼りに来る姿も見られます。自分たちで始めた取組が、少しずつ全校に広がっていく経験は、生

徒にとって「生徒主体の食育」の実感そのものです。 

教室で「おいしい」「ごちそうさまでした」という声が聞こえること。食缶が空になって戻ってくるこ

と。苦手だったものに少しずつ挑戦している様子が見られること。そして、給食委員の発案で始まった給

食室前の感謝ボードに増えていく一枚一枚のメッセージ。それら一つ一つが、給食にかかわる大人たちの

大きな励みになるとともに、生徒主体で進める本校の食育を静かに支えてくれています。 

おわりに 食べる力が学校を強くする 

本校の食育の推進は、学校経営の大きな柱の一つです。同時に、教員の健康を守る労働衛生管理も、

学校経営の重要な柱です。給食の時間を、生徒の「食べる力」を育てる食育の場とすると同時に、教員が

心身を整える時間として位置付けることで、二つの柱は一つの取組として結び付きます。 

私は、今年度、校長として本校に着任し、学校給食を活用した食育の推進と教職員の健康管理を、学校

経営の中心課題の一つとして意図的・計画的に進めているところです。日々の給食の時間に自ら入り、生

徒のおかわり対応や教室の見守りを行うことも、その姿勢を具体的な行動として示すための取組です。 

まだ始めたばかりの取組も多くありますが、教職員と力を合わせながら、日々の実践を振り返り、より

よい形へと改善し続けていきます。保護者の皆様や地域の皆様とともに、生徒の「食べる力」と健やかな

成長を支える学校づくりを、これからも一歩一歩進めていきます。 

今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

時とともに、 
感謝の気持ちでいっぱいになります 

校長もマスクをつけて、 
生徒のおかわり対応中！ 


